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ガラスやシリコンウエハーの研磨系排水処理の汚泥発生量を削減する技術です。

凝集沈殿処理で使用する無機凝集剤も同時に削減できます。

● 産廃として排出する汚泥量が、1/2～1/4になります。但し減量化に必要な薬剤が新たに必要となります。

● 脱水設備の能力に余裕が出ます。

● 凝集沈殿に使用する無機凝集剤を汚泥中から再生するので、薬剤購入量が1/5～1/10に減量します。

セリウム等の研磨材でガラスの表面を研磨している排水処理汚泥や、シリコンウエハーのラッピング工程から

排出される排水処理汚泥等で、有機物があまり含まないもの。

(ｶﾞﾗｽ製造業・T社での試算)
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汚泥処理費

ミヤマの汚泥削減技術（研磨系汚泥の場合）
使用薬剤も同時に減量化する技術です

ミヤマ株式会社　環境装置事業部　      〒381-2283 長野県長野市丹波島一丁目１番12号

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ例

無機凝集剤

汚泥溶解剤
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